














































































































































































































































































〈ei漢語（形態素）〉 116 54 39
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　そして、〈eiを含む漢語（漢語形態素）〉というように型としてみるので
はなく、単語別、形態素別にみた場合には、このグループに属する単語、形態
素の使用頻度の低さがさらに明白になる。複数回使用されている単語や、出現
頻度のある程度高い形態素の数が少ないことは上に述べた通りである。
4．非標準形式e：型漢語の衰退
4－1
　本稿の直接の目的は非標準的な価値を持つ＜aiの長母音化したe：を含む
漢語〉、つまり「でえじょうぶ」型の漢語の衰退の理由を追究することである。
これまで述べてきたように、江戸語においては「でえじょうぶ」型の漢語も、
「あぶねえ」型の形容詞と同様に、かなりの使用が認められた。その時点まで
なら、非標準的価値を持つく長母音化したe：を含む言語形式〉の中で漢語と
形容詞とを特に区別する必要はないといえよう。しかし、この両者は、一方
（形容詞）が現代東京語でも多く使用されているのに対して、他方（漢語）は
日常的な口頭言語からはほぼ姿を消している（消しつつある）というように、
その後は異なる方向をめざすこととなる。一方が存続し他方が衰退したのは、
いかなる条件の違いがもたらした結果なのだろうか。
　本稿でもすでに何度か述べたように、「あぶねえ」型の形容詞のほうが存続
し得た重要な条件として、この型と形の上で衝突を起こすと思われる「あまね
い」型の形容詞の勢力が非常に弱く、さらにはその後完全に消滅した、という
よりは消滅し得たことが挙げられる。〈e：を含む形容詞（あぶねえ）〉と〈e：
を含む漢語（でえじょうぶ）〉の辿った方向の違いは、結局はこの点の違いが
主要な原因であるというのが本稿の結論の一つである。すなわち、＜aiの長
母音化したe：を含む漢語〉は、それと形の上で衝突を起こすと思われる＜e
iを含む漢語〉の勢力が、3－2で述べたような江戸語の状態の後、衰えるど
ころか、反対にその後強まったため、形容詞とは逆の結果になった、つまり標
準的な価値を持つ〈eiを含む漢語〉は残り、非標準的な価値を持つく長母音
化したe：を含む漢語〉のほうが衰退したということである。以上のところを
図示したものが次の〈図2＞である。
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＜図2＞
江戸語 → 現代東京語
「あぶない」型形容詞　（S）
（ai型）　　　　　　↓
　　　　　　　　　文体的対立
　　　　　　　　　　　↑
「あぶねえ」型形容詞　（NS）
（e：型）　↓
　　　　形態的衝突
　　　　　↑
「あまねい」型形容詞（S）※少数
（ei型）
→
→
「あぶない」型形容詞
（ai型）
「あぶねえ」型形容詞
（e：型）
→　衰退・消滅
　（S）
　　↓
文体的対立
　　↑
　（NS）
「だいじょうぶ」型漢語（S）　　　　→（勢力増大）「だいじょうぶ」型漢語（S）
（ai型）　　　　　　↓　　　　　　　　　　（ai型）
　　　　　　　　　文体的対立
　　　　　　　　　　　↑
「でえじょうぶ」型漢語（NS）　　　→　　　　　衰退・消滅
（e：型）　↓
　　　　形態的衝突
　　　　　↑
「ていしゅ」型漢語（S）※比較的少数→（勢力増大）「ていしゅ」型漢語（S）
（ei型）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ei型）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S　＝標準的価値を持つ形式
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NS＝非標準的価値を持つ形式
　4－2
　「あまねい」型の形容詞は消滅し得たのに、「ていしゅ（亭主）」型の漢語は
なぜ同様に衰退、消滅の方向をとらなかったのかは明白であろう。明治維新期
前後、あるいはそれ以降、日本の社会が新時代の象徴として外来語（とりわけ
漢語）語彙の大量流入（あるいは大量生産）を必要としたからである。「てい
しゅ」型つまり〈eiを含む漢語〉の勢力が増大したというのは、日常の口頭
言語としての日本語の中における、漢語全体の使用頻度の増大、漢語の重要度
の向上の結果である。
　明治以降、漢語語彙が大幅に増加したことに関しては、すでに多くの先行研
究6が指摘するところであり、今さら本稿が付け加えることはなにもないが、
今回調査した『浮世風呂』と現代日本語の口頭語との簡単な比較の結果を一応
示しておく。現代語の方の資料はテレビのトーク番組『徹子の部屋』（テレビ
朝日）の会話の録画およびそれを文字化したもの7とした。分量は放送一回分
なので、仮に文節総数で比べると『浮世風呂』の8分の1弱ということになる。
　まず、『浮世風呂』の会話部分と『徹子の部屋』の会話部分それぞれから、
1000文節分の連続部分を抽出し、その中に現れる自立語8を「和語」「漢語」
「漢語以外の外来語」に分けてそれぞれの総数を比較した。『浮世風呂』（前篇
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巻の上の一部）では、「和語」が584で「漢語」が109、「漢語」の占める
割合は16％弱であった。これに対して『徹子の部屋』の方は「和語」が45
7で「漢語」が201、「漢語以外の外来語」が46となった。「和語」と「漢
語」だけで計算すれば、「漢語」占める割合は約30％に増える。もし名詞だ
けで比較すれば『浮世風呂』の和語名詞と漢語名詞の比率はほぼ3対1なのに
対して、『徹子の部屋』では両者の割合がほぼ1対1になる。
　漢語が全体的に増えたために〈eiを含む漢語〉の勢力も増大したと述べた
が、分量的には『浮世風呂』の8分の1以下の『徹子の部屋』の資料の中には、
『浮世風呂』の中には一度も現れなかった〈eiを含む漢語〉が多く出現する。
語の単位で示すと多くなるので、『徹子の部屋』だけに現れた〈eiを含む漢
語形態素〉を示すと「映」「性」「計」「定」「制」「齢」「聖」「影」「冷」「程」
「銘」などとなる。これらは現代にあっては、すべての日本語使用者がかなり
高い頻度で使用する可能性を持つ形態素といえよう。これらすべてが『浮世風
呂』の時代には日常の口頭言語に現れることがなかったというわけではもちろ
んないが、現代と比べると、使用頻度が低いとか、使用者に偏りがあるという
ような点での違いはあったといえるのではないだろうか。
5．まとめ
　非標準的な価値を持ち、その点でく連接母音aiを含む漢語〉との対立を形
成していた「でえじょうぶ」型のく長母音e：を含む漢語〉は、e：（あるい
はそれとの区別が困難なei）を共有するという点で、標準的な価値を持つ
「ていしゅ」型の〈eiを含む漢語〉と衝突していた。一方が標準的価値を持
ち、他方が非標準的価値をもつような両形式が形の上から区別しにくいという
この状態は望ましいものとはいえない。まだ〈eiを含む漢語〉の方の数がそ
れほど多くはなかった、あるいは使用頻度がそれほど高くなかった江戸語はと
もかくとして、その型の漢語自体が増え、また日常語における使用頻度も高まっ
た近代以降は、もはや「でえじょうぶ」型と「ていしゅ」型との並存が難しく
なり、標準日本語のリストには載らない「でえじょうぶ」型の方が衰退、消滅
へ向かったというのが本稿の結論である。比喩的ないい方をすれば、「でえじょ
うぶ」型の漢語は、〈eiを含む漢語〉の大量受け入れに差し障りが起こらな
いように、みつから身を引いたということもできるであろう。これにより、
「だいじょうぶ」型と「でえじょうぶ」型との間の文体的な対立も、自然に不
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可能になったということになる。新しい言語形式が生まれた時には、対応する
古い形式との対比の上に成立するところの文体的な価値が新形式に付随して、
それがその形式が広まるための原動力となるのだが、この文体的な価値の表現
能力というはたらきは、その形式の存在を永久に保証するものでは決してない。
文体的な価値の究極的な意義である自己規定とか聞き手との関係規定（2－2
参照）という目的は、言語という範囲にその手段を限ってみても、様々なレベ
ルの様々な形式において可能であり、何かの事情（ここの場合はくeiを含む
漢語〉との衝突可能性の増加）のために一つの言語形式による表現を放棄して
も、別の形式間の対立によって代替が可能だからである。
注1
注2
注3
注4
注5
注6
注7
注8
　　　　　　　　　　　　　　注
この主張は、高山（1992）において明確な形でなされている。
例えばトラッドギル（1975）やワインライク・ラボブ・ハーゾク（1982）
など参照。
ここに列挙した漢語の仮名表記は、早稲田大学図書館蔵本を底本とした
『新日本古典文学大系86』（本研究の今回の調査はこれをテキストとした）
に現れる表記のうち、数的に最も多く現れる形をその語の代表的な表記
としてのせたものである。従って常にここにのせた形のみで出てくると
は限らない。
「亭主」という語の表記に関しては、『ていし』という仮名表記も多く
みられるが『ていしゆ』と『ていし』との違いは本稿の内容に無関係な
ので、ここでは『ていしゆ』で代表させた。
小松（1985）では、連接母音aiと、それが長音化したe：に関して、
　　　　　　e：÷（ai十e：）×100＝音誰率
としている。そして無音設層、音誰率10％以下の層、音誰率20％以
下の層…のように、登場人物をその音誰率によって分類している。
明治以降の漢語の増大についての研究としては、例えば、石綿（1971）
など参照。
1992年8月放映の『徹子の部屋』で、ゲストの西村知美と司会の黒
柳徹子の会話。放送された全分量を資料とした。
ここで自立語とよんで分類の対象としているのは、名詞の他、動詞、形
容詞、形容動詞の語幹部分である。
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石綿俊雄（1971）
小松寿雄（1985）
高山知明（1992）
トラッドギル　（1975）
福島直恭（1994）
松村　明（1957）
ワインライク・ラボブ・ハーゾク
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